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｜
、
自
然
を
た
い
せ
つ
に
し
、
美
し
い

ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
、
き
ま
り
を
守
り
、
明
る
い
ま
ち
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
、
礼
儀
を
正
し
く
し
、
う
る
お
い
の

あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
、
元
気
で
働
き
、
豊
か
な
ま
ち
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う

｜
、
思
い
や
り
の
あ
る
、
あ
た
た
か
い

ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

市
民
憲
章

〆
） 市の烏／きじ 市の花／はぎ 市の木／まつ

画編集・発行／高萩市役所市長公室壷(0293)23-2111

「
版
画
ク
ラ
ブ
は
、
は
じ
め
半
年
間
講

座
で
勉
強
し
た
後
、
八
年
ぐ
ら
い
前
に

で
き
ま
し
た
。

「
獅
子
舞
」

「
覗
根
つ
き
」

I

中
央
公
民
館
版
画
ク
ラ
ブ

中
央
公
民
館

ち
ぎ
り
絵
ク
ラ
ブ

U

a
Ｆ

〒

５

、

“

。

■

遮
，墨も

縄

喝ゾ ロー

か

私
は
、
絵
を
描
き
た
い
と
い
う
希
望

を
も
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
自
信
が
な

く
版
画
を
は
じ
め
ま
し
た
。
大
崎
き
く

江
先
生
の
指
導
で
、
た
い
へ
ん
興
味
を

覚
え
、
現
在
ま
で
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
酉
と
須
田
さ
ん
は
話
し
て

い
ま
し
た
。

■

「
日
本
の
伝
統
の
和
紙
を
使
っ

は

て
、
貼
っ
て
あ
る
作
品
を
見
て
、

絵
で
は
な
く
素
朴
な
感
じ
が
し
て

自
分
で
も
作
っ
て
み
た
く
な
り
ま

し
た
。

ー

藤千栄さん

（高浜町）

伊

二
年
ぐ
ら
い

前
か
ら
石
田
ミ

ヨ
先
生
の
指
導

で
勉
強
し
て
き

ま
し
た
。
と
て

も
難
し
い
で
す

が
、
完
成
す
る

ま
で
楽
し
み
な

が
ら
作
っ
て
い

ま
す
唖
と
伊
藤

さ
ん
。 田とめ子さん

（高浜町）

須

寒
風
を
突
い
て
、
鋭
い
か
け
声
と
と

し
〃
い

も
に
竹
刀
を
振
る
音
が
、
海
岸
の
波
の

く
だ

あ
だ

ふ
る

砕
け
る
音
と
一
緒
に
辺
り
の
空
気
を
震

わ
せ
て
い
ま
す
。

高
萩
若
葉
剣
士
会
の
豆
剣
士
た
ち
が
、

高
戸
海
岸
で
寒
げ
い
こ
を
実
施
し
ま
し

た
。
同
会
で
は
、
市
内
の
小
・
中
学
生

約
六
十
人
が
毎
週
三
回
、
剣
道
の
練
習

を
通
し
て
、
青
少
年
の
健
全
育
成
を
図

っ
て
お
り
、
昭
和
六
十
二
年
度
の
県
の

ば
ら
賞
に
も
選
ば
れ
ま
し
た
。

県
の
ば
ら
賞
に

市
内
か
ら
三
団
体

し
な
い
ひ
び

か
け
声
と
竹
刀
が
響
く

寒
げ
い
こ

県
で
は
、
毎
年
地
域
の
特
色
を
生
か

し
て
い
る
個
人
・
団
体
等
に
対
し
て
、

ば
ら
賞
、
ほ
う
賞
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

十
二
月
一
日
㈹
、
水
戸
市
の
武
道
館

で
昭
和
六
十
二
年
度
の
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
市
内
か
ら
は
次
の
三
団
体
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

○
高
萩
若
葉
剣
士
会

○
高
萩
市
民
間
交
通
指
導
隊

○
小
島
団
地
建
築
協
定
運
営
委
員
会

表
紙

E』－テレフォンサービス「市政案内」は23-1151 .1152です－



謹
賀
丸
卿
汗

Ⅱ
臼
Ｔ
ｊ
ｈ
君
田
中
二
年

ｑ
鈴
木
常
平
く
ん

し
秋
山
中
三
年

五
十
嵐
清
く
ん 年賀状

& 剛呼WⅢ測刑R

た
つ
ど
し

一
九
八
八
年
は
辰
年
で
す
。

市
内
の
小
・
中
学
生
の
み
な
さ
ん
は
、

ど
ん
な
夢
や
希
望
を
も
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
。

新
年
に
あ
た
っ
て
、
色
彩
豊
か
な
年

賀
状
を
送
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

し
高
萩
中
三
年

ｑ
山
口
由
記
子
さ
ん

松
岡
中
三
年

小
室
美
智
子
さ
ん

一

/ハや、
秋
山
小
六
年
、
ま
ざ
誉
一

ｑ
松
下
真
樹
く
ん

群
i ,<f

ｂ
松
岡
小
六
年

斉
藤
孝
文
く
ん

鰍謀職
い

▲東小6年

秋田由起子さ/L
狄
牟
小
松
下
真
樹

ー

縄＄
今拝搭_もう中学生
炎に露張りに､、

8
郡玲･勉強
です〃

松剛､識6年ﾉ舞識

一
統
可
峰
”
率
②

．
巍
巍
Ｆ
零

躍
口
、磯

I

し君
田
小
六
年

ｑ
松
本
玲
子
さ
ん

し
横
川
小
二
年

た
か
え

鈴
木
貴
江
さ
ん

雲さにﾌよ[，
ペンキ"上さん

7ff』も零Qに

きけず､

力､リコ"り

tgl 1て"V

参
高
萩
小
六
年

田
中
英
司
く
ん

蝋‘‘鰻塾う騨駕

鯛？＆；

ろ



首
都
圏
の

リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

地
方
自
治
の
伸
展
と

市
民
福
祉
の
向
上
に
努
力

謹
賀
新
年

高
萩
市
長鈴
木
藤
太

高
萩
市
議
会
議
長

根
本
栄

輝かしい新春を迎え，市民のみなさまのご健勝

とご多幸をお祈り申し上げます。

現在，高萩市は21世紀を展望した，新総合計画

のもとに"海と緑を生かした産業文化都市の創造”

にむけ，着実に前進の努力を重ねています。

いよいよ，待望の常磐自動車道も今年3月に開

通の運びとなり，本市も高速道路時代に突入する

ことになります。

これを契機に， より一層の発展と飛躍を願い，

高萩～西那須野間の国道昇格など道路網の整備を

図り， この恵まれた海と温泉， 山間地域のすばら

しい自然環境を生かした開発利用をすすめ，首都

圏のリゾート地として，魅力あるまちづくりをめ

ざしていきます。

市民のみなさまの， なお一層のご理解とご協力を

お願い申し上げ，年頭のごあいさつといたします。

昭和63年の年頭に当たり，謹んで市民のみなさ

まに新年のごあいさつを申し上げます。

このたび，選挙後の初議会で,不肖私が，高萩

市議会議長に就任しました。議長に選任されまし

たからには，高萩市発展のため不偏不党の立場か

ら，地方自治の伸展と市民福祉の向上に専心努力

していきますので，市民のみなさまのご指導とご

協力をよろしくお願いします。

当市は，海と山に恵まれ， いよいよ常磐自動車

道も，春3月に全面供用開始の運びとなります。

これを機に，企業誘致や産業振興などの促進を図

り，市議会議員一同“海と緑を生かした産業文化
二人しん

都市”づくりに潭身の努力をしていきますので，

よろしくお願いします。

終わりに，市民のみなさまのご健勝とご多幸を

お祈り申し上げ， ごあいさつといたします。

（
》

日
本
道
路
公
団

東
京
第
一
建
設
局

北
茨
城
工
事
事
務
所
長
た
だ
す

藤
波
督

高
萩
市商
工
会
長

田
所
幸
男

ー

観光10選決まる 広域行政時代が到来

今年の3月に，常磐自動車道がいわ

き市まで開通します。

昭和53年にスタートした事業も, 10

年目にいよいよ完成の運びとなりますc

この間，多くのみなさんにご支援とご

協力をいただきありがとうございまし

た、

商工会では，昨年村おこし事業とし

て，観光10選の投票を実施したところ

たくさんの市民のみなさんのご協力を

いただき， たいへんありがとうござい

ました。

今春までには， その選ばれた10か所

に看板を設置して，観光めくゞりコースに看板を設置して，観光めくゞりコース

ゾいよいよ3月（

て常磐自動車道瀞

やパンフレットな

どを作成します。そのあと，市内の交通機関などと観光

めく、りの相談などもしたいと考えています。

高萩は，東京から特急で2時間と那須などと同じ条件

なので， 山間地域を利用した避暑地には最適です。これ

から来るお客さんを継続的に定着させるため， より一層

の努力と整備が必要となってきます。

高速時代をむかえ，郊外の大型店進出など，難しい問

題もありますが， これからの商業はどうしても駐車場を

持った店舗ということになってくるでしょうね。

高萩市も首都東京と直結して，本当の意味での高速道
路時代に突入します。

高萩市をはじめ， 日立市や北茨城市，十王町など周辺

市町村が，観光や産業(工業団地，住宅団地等)，教育，
医療など広域的な行政間の役割分担を考えて，一体的に
取り組む，広域行政の時代が来たといえるでしょう。

高速道路時代のもたらす，大きなインパクトを，上手
に生かして市の活性化につなげて欲しいと思っています。

みなさんにとって産業や文化など， いろいろなものが

身近になることと期待しています。
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